
オントロジーに基づく明細書の記述オントロジーに基づく明細書の記述

産業技術総合研究所産業技術総合研究所

情報技術研究部門情報技術研究部門

橋田橋田 浩一浩一

20042004--0707--1717



2

概要概要

特許の明細書を含む文書の意味構造を特許の明細書を含む文書の意味構造を
一般的にグラフとして扱いたい。一般的にグラフとして扱いたい。

定型的な構造はオントロジーに基づく定型的な構造はオントロジーに基づくERER
グラフとして記述。グラフとして記述。

不定型的な構造はオントロジーに基づか不定型的な構造はオントロジーに基づか
ないないERERグラフとして記述。グラフとして記述。

明細書明細書((特に請求項特に請求項))で定型的で定型的//不定型な不定型な
部分は部分は??
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オントロジーオントロジー
概念体系概念体系 = = データベースのスキーマデータベースのスキーマ

クラスクラス((class;class;概念概念) = ) = 具体例具体例((instance)instance)の集合の集合
例例: : 「情報技術研究部門」は「研究ユニット」クラスの具「情報技術研究部門」は「研究ユニット」クラスの具

体例体例

分類分類((taxonomy)taxonomy)のラティスのラティス
クラスの上位下位クラスの上位下位((包含包含))関係関係
上位クラスは集合として下位クラスを含む上位クラスは集合として下位クラスを含む
例例: : 「発表」は「雑誌論文」の上位概念「発表」は「雑誌論文」の上位概念

属性属性((property)property)
クラスの各具体例が持つ性質クラスの各具体例が持つ性質(2(2項関係項関係))
例例: : 「橋田」の「所属ユニット」属性の値は「情報技術研究部門」「橋田」の「所属ユニット」属性の値は「情報技術研究部門」

であるである

各項の型各項の型((要素、集合、リスト要素、集合、リスト))と要素のクラスと要素のクラス

上位クラスからの継承上位クラスからの継承
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オントロジーの例オントロジーの例: : 成果発表成果発表DBDB

発表発表

単行本の部分単行本の部分 雑誌論文雑誌論文 会議発表会議発表

リストリスト

人人

著者著者

題目題目

言語データ言語データ

プレス発表プレス発表

発表時発表時
日付日付

概要概要

研究活動研究活動

登壇登壇
発表者発表者

時点時点

実験実験

クラスクラス属性属性

開始頁開始頁

整数整数
終了頁終了頁
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オントロジーに基づく知的コンテンツオントロジーに基づく知的コンテンツ
・・・実体関係・・・実体関係((ER)ER)モデルモデル

会議発表会議発表102102 人人86168616著者著者

題目題目

アノテーションに基づくアノテーションに基づく
知的生産支援知的生産支援

発表時発表時

20032003--1010--1313

概要概要

登壇登壇
発表者発表者

研究センター研究センター33

所属所属 副研究部門長副研究部門長

電話番号電話番号

橋田浩一橋田浩一

名前名前

発表データベース発表データベース

人データベース人データベース
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文書のオントロジー文書のオントロジー

介護事業者介護事業者 住所住所
居宅介護居宅介護
支援事業者支援事業者

市町村市町村

様式第七様式第七

請求項目請求項目++

請求項目請求項目

公費負担者公費負担者

名前名前

文字列文字列

被保険者被保険者
要介護者要介護者

請求計算請求計算

請求計算請求計算

被保険者被保険者
番号番号
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PCMLPCMLに対応するオントロジーに対応するオントロジー

ジェプソン型ジェプソン型
請求項請求項

技術内容技術内容

構成要素構成要素++

請求項請求項

クローズ型クローズ型
請求項請求項

クラスクラス

属性属性

前提前提

オープン型オープン型
請求項請求項

記述記述特徴特徴

上位上位??
カテゴリカテゴリ

名称名称
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XMLXMLとオントロジーとオントロジー

XMLXMLはシンタクスはシンタクス((統語論統語論))を規定を規定

XMLXMLに基づく記述はシンタクスを表わす木に基づく記述はシンタクスを表わす木

オントロジーはセマンティクスを規定オントロジーはセマンティクスを規定

オントロジーに基づく記述は意味を表わすグラフオントロジーに基づく記述は意味を表わすグラフ

意味構造は木でなくグラフ意味構造は木でなくグラフ

オントロジーに基づいて記述すべしオントロジーに基づいて記述すべし

オントロジーに基づく記述法は意味に即してオントロジーに基づく記述法は意味に即して
規定されるゆえに規定されるゆえにXMLXMLによる記述法より原理による記述法より原理

が明確が明確
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XMLXMLにできなくてにできなくて

オントロジーにできることオントロジーにできること

グラフの表現グラフの表現

XMLXMLで直接表現できるのは木だけで直接表現できるのは木だけ

XMLXMLでは参照では参照((idrefidref、、URI referenceURI reference等等))の対の対
象のクラスを指定できない。象のクラスを指定できない。

多重継承多重継承

複数個の親クラス複数個の親クラス

XML SchemaXML Schema等で等ではは単一継承しかできない。単一継承しかできない。
鳥鳥

卵生卵生 脊椎動物脊椎動物
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XML (PCML)XML (PCML)に基づく記述に基づく記述
<<構成要素構成要素 特徴性特徴性="="主特徴部主特徴部">">

<<定義情報定義情報>>
<<相対的記述相対的記述>>

<<入出力関係入出力関係 方向方向="="入力入力">">
<<源構成要素名源構成要素名>>第１の記憶手段第１の記憶手段</</源構成要素名源構成要素名>>
<<入出力名称入出力名称>>部品装着情報部品装着情報</</入出力名称入出力名称>>

</</入出力関係入出力関係>>
<<入出力関係入出力関係 方向方向="="入力入力">">

<<源構成要素名源構成要素名>>第２の記憶手段第２の記憶手段</</源構成要素名源構成要素名>>
<<入出力名称入出力名称>>部品情報部品情報</</入出力名称入出力名称>>

</</入出力関係入出力関係>>
</</相対的記述相対的記述>>
<<絶対的記述絶対的記述>>

<<自己特性自己特性>>実装基板を検査するための検査位置を生成実装基板を検査するための検査位置を生成</</自己特性自己特性>>
</</絶対的記述絶対的記述>>

</</定義情報定義情報>>
</</構成要素構成要素>>
<<構成要素名構成要素名>>検査位置生成手段検査位置生成手段</</構成要素名構成要素名>>
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オントロジーに基づく記述オントロジーに基づく記述

検査位置生成手段

特徴特徴
入力入力

出発点出発点 第第11の記憶手段の記憶手段

対象対象 部品装着情報部品装着情報

特徴特徴 入力入力

出発点出発点 第第22の記憶手段の記憶手段

対象対象 部品情報部品情報

実装基板を検査するための検査位置を生成

特徴特徴

主構成要素主構成要素

主構成要素主構成要素
請求項2
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オントロジーに基づいてオントロジーに基づいて
構造化された請求項構造化された請求項

ジェプソン型ジェプソン型
請求項請求項AA

質量分析装置質量分析装置00

((2)2)ががaaをを
質量分離質量分離

構成要素構成要素

構成要素構成要素
イオン源イオン源(1)(1)

構成要素構成要素 質量分析部質量分析部(2)(2)

構成要素構成要素 (2)(2)がイオンがイオンbbを取り出すを取り出す

(4)(4)ががbbを電を電
子子ccに変換に変換

イオン電子コンバータイオン電子コンバータ(4)(4)

電子検出器電子検出器(3)(3)
(3)(3)ががccを検出して電気を検出して電気

信号として取り出す信号として取り出す

前提前提

構成要素構成要素

サブスリットサブスリット(10)(10)

(2)(2)とと(4)(4)の間にの間に(10)(10)を配置を配置

(12)(12)ががV0V0の設定にの設定に
応じて応じてVsVs、、VcVcをそれをそれ

ぞれ決定するぞれ決定する

電圧制御手段電圧制御手段(12)(12)

構成要素構成要素

VsVs＝＝V0V0－－k1k1
VcVc＝＝V0V0－－k2k2

V0 = (1)V0 = (1)に印加するイオン引出電圧に印加するイオン引出電圧
Vs = (10)Vs = (10)に印加する電圧に印加する電圧
VcVc = (4)= (4)に印加するコンバータ電圧に印加するコンバータ電圧
k1k1ととk2k2は定数は定数

目的目的
制限制限 付帯条件付帯条件

特徴特徴

特徴特徴

特徴特徴

特徴特徴

要件要件

((1)1)からイオンからイオン
aaを引き出すを引き出す 要件要件

要件要件

要件要件
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まとめまとめ

オントロジーの利用オントロジーの利用

ありあり ・・・・・・ 特定分野のコンテンツ特定分野のコンテンツ

なしなし ・・・・・・ 他のコンテンツ他のコンテンツ

((特許などの特許などの))特定分野での意味構造化を普及さ特定分野での意味構造化を普及さ

せるにはオントロジーの標準化と共有が重要せるにはオントロジーの標準化と共有が重要

PCMLPCMLの本体はの本体はDTDDTDではなく概念辞書であるべしではなく概念辞書であるべし

((部分的に部分的に))オントロジーに基づいて特許の明細書オントロジーに基づいて特許の明細書

を含むさまざまな文書をオーサリングする作業をを含むさまざまな文書をオーサリングする作業を
支援する一般的なソフトウェアツールが必要支援する一般的なソフトウェアツールが必要 ・・・・・・

作成中作成中
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